
令和 6 年 4 月 8 日 

北 区 立 堀 船 中 学 校 

校 長 阿久津 光生 

栄養士 青木 真歩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 うららかな春
はる

の日
ひ

差
ざ

しのもと、ピカピカの新
しん

入
にゅう

生
せい

を迎
むか

え、新
しん

年
ねん

度
ど

 

が始
はじ

まりました。ご入
にゅう

学
がく

・ご進
しん

級
きゅう

おめでとうございます。４月
がつ

は、 

新
あたら

しい生
せい

活
かつ

への期
き

待
たい

に胸
むね

を膨
ふく

らませる一
いっ

方
ぽう

で、環
かん

境
きょう

が変
か

わり、疲
つか

れ 

やストレスがたまりやすくなる時
じ

期
き

でもあります。夜
よる

は早
はや

めに寝
ね

て、 

朝
ちょう

食
しょく

をしっかり食
た

べてから登
とう

校
こう

することが大
たい

切
せつ

です。 

 今
こん

年
ねん

度
ど

も、安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

でおいしい給
きゅう

食
しょく

を提
てい

供
きょう

できるよう職
しょく

員
いん

一
いち

 

丸
がん

となって取
と

り組
く

んでまいります。学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

へのご理
り

解
かい

・ご協
きょう

力
りょく

のほど、よろしくお

願
ねが

い致
いた

します。 
 

給
きゅう

食
しょく

の前
まえ

に、

机
つくえ

の上
うえ

を片
かた

付
づ

け

ましょう。 

全
ぜん

員
いん

の給
きゅう

食
しょく

がそろったら、

「いただきます」 

をしましょう。 

協
きょう

力
りょく

して準
じゅん

備
び

をしましょう。 
 

姿
し

勢
せい

よく、 

持
も

てる食
しょっ

器
き

は

手
て

に持
も

って 

食
た

べま 

しょう。 

給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

は 

身
み

支
じ

度
たく

を整
ととの

え、

健
けん

康
こう

チェックを 

しましょう。 

手
て

をきれいに洗
あら

い

ましょう。 

食
た

べ物
もの

は、食
た

べやすい 

大
おお

きさにして、慌
あわ

てず、 

よくかんで食
た

べましょう。 

時
じ

間
かん

内
ない

に食
た

べ終
お

わるように

しましょう。 
食
しょっ

器
き

は大
たい

切
せつ

に扱
あつか

いましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

法
ほう

」に基
もと

づき実
じっ

施
し

されるもので、栄
えい

養
よう

バラ

ンスのとれた食
しょく

事
じ

を提
てい

供
きょう

することにより、成
せい

長
ちょう

期
き

にある子
こ

どもたちの

健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

・増
ぞう

進
しん

を図
はか

るとともに、望
のぞ

ましい食
しょく

習
しゅう

慣
かん

と食
しょく

に関
かん

する実
じっ

践
せん

力
りょく

を身
み

に付
つ

けさせることなどを目
もく

的
てき

としています。単
たん

なる食
しょく

事
じ

ではな

く、教
きょう

育
いく

の一
いっ

環
かん

に位
い

置
ち

付
づ

けられ、以
い

下
か

の７つの目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

することを目
め

指
ざ

しています。 

給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

は交
こう

代
たい

制
せい

で、給
きゅう

食
しょく

の準
じゅん

備
び

・配
はい

膳
ぜん

・後
あと

片
かた

付
づ

けなどを

行
おこな

います。当
とう

番
ばん

活
かつ

動
どう

を通
とお

して、衛
えい

生
せい

への配
はい

慮
りょ

や配
はい

膳
ぜん

の仕
し

方
かた

を身
み

につ

けるだけでなく、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

で考
かんが

えて行
こう

動
どう

すること、責
せき

任
にん

をもって役
やく

割
わり

を果
は

たすこと、友
とも

達
だち

と協
きょう

力
りょく

して仕
し

事
ごと

をすることなどを学
まな

びま

す。 

１ 適
てき

切
せつ

な栄
えい

養
よう

の摂
せっ

取
しゅ

による健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

増
ぞう

進
しん

を図
はか

ること。 

２ 日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

における食
しょく

事
じ

について正
ただ

しい理
り

解
かい

を深
ふか

め、健
けん

全
ぜん

な食
しょく

生
せい

活
かつ

を営
いとな

むこと

ができる判
はん

断
だん

力
りょく

を培
つちか

い、及
およ

び望
のぞ

ましい食
しょく

習
しゅう

慣
かん

を養
やしな

うこと。 

３ 学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を豊
ゆた

かにし、明
あか

るい社
しゃ

交
こう

性
せい

及
およ

び協
きょう

同
どう

の精
せい

神
しん

を養
やしな

うこと。 

４ 食
しょく

生
せい

活
かつ

が自
し

然
ぜん

の恩
おん

恵
けい

の上
うえ

に成
な

り立
た

つものであることについての理
り

解
かい

を深
ふか

め、生
せい

命
めい

及
およ

び自
し

然
ぜん

を尊
そん

重
ちょう

する精
せい

神
しん

並
なら

びに環
かん

境
きょう

の保
ほ

全
ぜん

に寄
き

与
よ

する態
たい

度
ど

を養
やしな

うこと。 

５ 食
しょく

生
せい

活
かつ

が食
しょく

にかかわる人
ひと

々
びと

の様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

に支
ささ

えられていることについての理
り

解
かい

を深
ふか

め、勤
きん

労
ろう

を重
おも

んずる態
たい

度
ど

を養
やしな

うこと。 

６ 我
わ

が国
くに

や各
かく

地
ち

域
いき

の優
すぐ

れた伝
でん

統
とう

的
てき

な食
しょく

文
ぶん

化
か

についての理
り

解
かい

を深
ふか

めること。 

７ 食
しょく

料
りょう

の生
せい

産
さん

、流
りゅう

通
つう

及
およ

び消
しょう

費
ひ

について、正
ただ

しい理
り

解
かい

に導
みちび

くこと。 


